
Title 久武雅夫著 数理経済学原理
Sub Title
Author 鈴木, 諒一

Publisher 慶應義塾経済学会
Publication year 1955

Jtitle 三田学会雑誌 (Keio journal of economics). Vol.48, No.12 (1955. 12) ,p.951(47)- 953(49) 
JaLC DOI 10.14991/001.19551201-0047
Abstract
Notes 書評及び紹介
Genre Journal Article
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara_id=AN00234610-19551201-

0047

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会または出版社/発行者に帰属し、その権利は著作権法によって
保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守してご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to the respective authors, academic societies, or
publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese Copyright Act. When quoting the content, please follow the Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


H:
田
學
會
雜
誌
瘠

四
十

八
翁
.策

十
二
號 

四
六

(

九
五
〇)

た
と
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
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以
下

參
照
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ベ• 

H

ヌ
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レ
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コ
フ

『

北
部
ア
ジ
ア
に
お
け
る
原
始
的
狩
獵

.

£)
』
(

田
村
悉
文
氏
譯
.『

善
隣
協
會
調
査
月
報』

第
七
五
號
*
昭
和」

.三

.
 

,

年
八
月
所
收

)
四
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八
頁
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等
，々
の
鬼
解
を
あ
げ
て
い
る
。

.

久
武
雅
夫
著

'.
 

.

『

數
理
經
濟
學
原
理』

最
近
の
理
論
經
濟
學
は
數
學
の
知
識
な
く
し
て
は
、
そ
の
完
全
な
る
‘理
解
は 

不
可
能
で
あ
り
、

し
か
も
い
わ
ゆ
る
數
學
の
著
書
は
物
理
學
へ
の
脑
用
が
主
と
.
 

し
て
說
か
れ
て
い
る
た
め
、
經
濟
學
を
志
す
人
々
に
と
っ
て
應
用
面
へ
の
興
味 

を
懷
せ
る
こ
と
が
少
な
く
、
經
濟
學
と
數
學
の
遊
離
が
屢
々
®

と
さ
れ
て
い 

る
0.
幸
い
に
し
て
最
近
數
年
間
に
は
經
濟
學
を
學
ぶ
人
々
の
た
め
に
著
さ
れ
た 

經
濟
數
學
の
著
書
が
忱
較
的
豐
富
に
な
っ
て
き
た
の
で
、
こ
の
困
難
は
次
第
に 

除
虫
さ
れ
っ
っ
あ
る
。
し
か
し
數
理
經
濟
學
の
發
展
自
體
が
日
進
月
步
の
狀
態 

H

あ
る
以
J1
、
こ
れ
を
解
■
す
ベ
き
經
濟
數
學
の
著
書
も
そ
の
内
容
を
新
た
に 

す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
こ
に
擧
げ
る
久
武
敎
授
の
.『

數
理
經
濟
學
原
理』

は
ま 

さ
に
か
か
る
要
請
に
應
え
た
も
の
で
あ
り
、
著
者
は
そ
の
序
文
に
お
い
て「

現 

在
で
は
數
學
記
號
を
使
用
し
な
い
經
濟
理
論
に
關
す
る
論
丈
の
方
が
撤
少
性
を 

持
つ
と
云
ぅ
位
に
な
っ
て
き
た
。
し
か
し
そ
の
反
面
に
數
學
分
析
が
そ
の
本
来 

■の
經
濟
的
意
味
を
離
れ
て
獨
走
す
る
危
險
が
見
え
な
い
で
も
な
い
。…

…

こ
れ 

等
の
制
約
に
も
拘
ら
ず
數
學
的
方
法
の
重
要
性
は
未
だ
十
分
認
識
さ
れ
て
い
る 

と
は
一K

え
な
い
し
、
經
濟
現
象
の
複
雜
な
因
果
關
係
を
解
明
す
べ
き
役
割
.は
む
.
 

し
ろ
今
後
に
期
待
さ
れ
る
。」

と
述
べ
て
居
ら
れ
る
。
本
書
は
か
ル
る
立
場
か
ら

書

評

及

び
紹
介

現
代
に
お
け
る
數
理
經
濟
學
の
諸
0

を
解
說
し
た
も
の
で
、
靜
學
的
分
析
、
 

苴
視
的
理
論
と
微
視
的
理
論
、.需
要
の
理
論
、
生
產
者
均
衡
、
線
型
計
©.
、
交 

換
の
均
衡
、
投
資
と
所
得
、
貨
幣
分
析
、
加
速
度
原
理
、
成
長
率
の
®

等
が 

收
め
ら
れ
て
い
る
。

.
第
一
章
で
は
資
本
主
義
經
濟
の
基
礎
と
し
て
の
私
企
業
の
意
義
、
靜
學
と
動 

學
、
比
較
靜
學
と
安
定
の
條
件
等
c»
!
諸
概
念
に
對
し
て
簡
單
な
說
明
が
與
え
ら 

.れ
る
。
第
二
章
で
は
先
ず
諸
變
數
と
グ
ル
！
ピ
ン
グ
の
可
能
性
の
關
係
が
說
か 

れ
、
個
々
の
函
數
關
係
が
種
々
雜
多
で
も
そ
れ
等
を
綜
合
し
た
關
係
は
安
定
し 

て
い
る
と
云
ぅ
場
合
に
は
苴
視
的
な
函
數
關
係
が
成
立
す
る
。
か
く
し
て
平
均
.
 

人
的
思
想
が
成
立
し
平
均
人
の
行
動
を
社
會
全
體
の
運
動
の
縮
圖
と
見
做
す
こ 

と
が
可
能
と
な
る
。
經
濟
體
系
を
表
わ
す
方
程
式
が
一
次
式
で
表
わ
さ
れ
て
い 

る
場
合
に
は
、
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
'.の
使
用
に
よ
つ
て
逋
立
.一
次
方
歡
式
を
解
く
こ
.
 

と
が
で
き
る
。
次
で
合
成
財
と
部
門
分
割
の
®

が
と
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
が 

こ
れ
等
の
記
述
は
第
三—

第
五
章
の
理
論
的
展
_
の
伏
線
を
な
す
こ
と
に
な 

る
。
第
三
章

「

需
要
の
理
論

」

で
は
ヒ
ッ
ク
ス
、
ア
レ
ン
型
の
無
差
別
論 

.が
說
か
れ
、
そ
の
數
學
的
展
開
か
ら
安
定
の
條
株
：が
導
か
れ
ゐ
。
更
に
こ
の
理 

論
か
ら
支
出
擴
張
線
が
引
き
出
さ
れ
エ
ン
ゲ
ル
法
則
と
獲
の
所
得
彈
カ
性
の 

概
念
が
說
明
さ
れ
る
。
こ
れ
等
の
檢
討
を
終
え
.た
後
需
要
曲
線
の
目
に
入
つ 

■て
ス
ル
I
ツ
キ
！
の
基
本
方
程
式
を
出
發
點
と
し
て
需
要
函
數
、
需
要
法
則
の 

數
學
的
表
現
が
興
え
ら
れ
る
。
 

■
 
•
 

第
四
章T

生
產
の
均
衡
と
そ
の
變
動」

で
は
、
固
定
資
本
、
經
營
資
本
、
流 

動
資
本
等
の
諸
概
念
に
説
明
が
興
え
：ら
れ
た
後
、
生
產
函
數——

限
界
生
產
カ

.
 

を
數
學
的
に
表
現
し
、
限
界
生
產
カ
均
等
の
方
程
式
が
導
か
れ
る
4
更
に
生
產 

物
乃
至
生
產
要
素
の
債
将
變
化
の
影
響
.を
論
じ
、
.生
產
係
數
の
變
化
に
及
び
、

四

七

(

九
五 
一)

•



三
田
學
會
雑
.誌
第
四
十
八
卷
第
十
二
號

代
用
の
彈
カ
性
を
無
差
別
i

に
.つ
い
て
論
じ
ダ
グ
ラ
ス
il
l
Mと
の
關
係
を
.述 

ベ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
れ
等
の
生
產
理
論
か
ら
f

函
数
が
導
か
れ
る
が
、
生 

產
函
數
の
場
合
に
は
勞
働
と
原
料
の
如
き
補
完
關
係
が
屢
々
存
在
す
る
た
め
、
 

原
料
と
の
一
定
比
率
を
越
え
て
勞
働
が
增
加
す
る
場
合
に
は
限
界
生
產
カ
均
等 

の
法
則
は
妥
當
し
な
い
。
か
か
る
場
合
に
は
ヮ
ル
ラ
ス
、
パ
レ
I
ト
等
は
生
產 

係
數
を
用
い
て
生
產
者
均
衡
を
說
明
し
た
が
、
こ
の
方
法
は
几
で
の
生
產
要
素 

間
に
代
替
關
係
が
な
い
場
合
に
だ
け
し
か
使
用
で
き
な
い
。
こ
れ
を
克
服
し
て 

特
殊
の
場
合
に
お
け
る
理
論
を
も
包
磺
し
た
限
界
生
產
力
説
を
樹
立
し
た
め
は 

サ
ム
ェ
ル
'ソ
ン
で
あ
る
。
各
企
業
が
生
產
要
素
の
饋
格
を
所
與
と
し
て
行
動
す 

る
場
合
に
は
1

戤
の
存
在
は
均
衡
の
決
定
に
影
響
を
興
え
な
い
け
れ
ど
も
、
 

生
產
要
素
の
需
要
と
供
給
の
關
係
に
ょ
つ
て
價
格
を
決
定
す
る
場
合
に
は
、
特 

異
點
の
存
在
は
價
格
を
不
決
定
な
ら
し
め
る
可
能
性
が
あ
る
。
第
五
章
線
型
計 

諶
で
は
こ
の
理
論
が
短
期
分
析
に
妥
當
す
る
こ
と
か
ら
出
發
す
る
。
企
業
規
模 

が
固
定
し
、
經
營
资
本
と
流
動
資
本
だ
け
が
可
變
的
で
あ
る
場
合
に
は
> 

㈠企 

業
が
支
配
し
得
る
凡
て
の
生
產
要
素
を
凡
て
の
可
能
な
割
合
で
組
合
わ
せ
る
生 

產
函
數
を
設
定
し
、
㈡
一
定
の
生
產
量
又
は
賣
上
金
額
に
對
，し
費
用
を
最
小
な 

ら
し
め
る
機
に
各
種
の
生
產
婴
素
の
使
用
量
を
決
定
し
、
闫
企
業
刹
潤
を
最
大 

な
ら
し
め
る
樣
に
生
產
量
を
決
定
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
方
法
は
從
來
の
限
界 

分
析
と
は
異
な
る
も
の
で
戰
後
に
お
い
て
ク
ー
プ
マ
ン
ス
や
サ
ム
エ
ル
ソ
ン
に 

ょ
つ
て
發
展
せ
し
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
第
五
章
は
こ
の
理
論
の
數
學
的
表 

現
に
當
て
ら
れ
て
い
る
。

第
六
章
交
換
の
均
衡
と
そ
の
變
動
に
お
い
て
は
、
商
由
競
爭
の
定
義
が
下
さ
. 

れ
、
こ
の
條
件
F
に
お
け
る
均
衡
が
述
べ
ら
れ
る
。
こ
の
場
合
、
價
格
と
平
均 

生
產
費
と
限
界
生
產
費
の
三
渚
は
一
致
し
餘
剩
fi
j
ii
は
消
滅
す
る
。

次
に
ク
ー

四

八

(

九
五
ニ)

.

ル
ノ
I
流
の
獨
占
理
論
か
％
ラ
ー
ナ
ー
の
獨
占
度
理
論
へ
の
發
展
が
說
明
さ 

れ
、第
三
節
で
不
完
全
競
爭
と
搦
占
が
、第
四
節
で
は
均
衡
の
安
定
性
が
取
扱
わ 

れ
、「

御
蛛
の
巢
の
理
論」

も
こ
こ
で
紹
介
さ
れ
る
。第
五
節
で
は
最
近
ノ
イ
マ
ン 

と
モ
ル
ゲ
ン
ス
テ
ル
ン
に
よ
っ
て
唱
え
ら
れ
た「

ゲ
ー
ム
の
理
論」

が
問
題
と 

さ
れ
る
。
交
換
或
い
は
分
配
の
問
題
に
お
い
て
は
互
に
相
手
の
態
度
が
i

と 

な
る
わ
け
で
、
從
來
の
胲
の
單
純
な
利
调
極
大
或
い
は
費
用
極
小
の
原
理
の
み 

で
は
問
題
を
十
分
に
解
決
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
交
換
當
事
諸
は
互
に
相
手 

の
取
得
分
を
最
小
に
し
よ
う
と
し
な
が
ら
自
分
の
取
得
分
を
最
大
に
し
よ
う
と 

努
力
す
る
。
こ
れ
が
ミ
_
マ
ッ
ク
ス
の
理
論
で

あ
る
。

更
に
交
換
當
事
者
が
三 

人
の
場
合
に
は
何
れ
か
の
二
人
が
組
ん
で
第
三
者
の
取
得
分
を
最
小
に
し
よ
う 

と
努
力
す
る
場
合
が
擧
げ
ら
れ
る
。
こ
の
問
題
を
解
淡
す
る
に
は
位
相
數
學
、集 

合
論
、確
率
論
、線
型
代
數
學
等
の
近
代
數
學
を
必
要
と
す
る
。
第
七
韋
投
資
と 

所
得
で
は
宪
ず
ケ
イ
ン
ズ
の
W
双
需
要
の
原
理
が
紹
介
さ
れ
、
投
資
誘
因
流
動 

性
選
擇
か
ら
投
資
乘
數
の
理
論
が
導
か
れ
る
。
更
に「

H

コ
ノ 
メ
ト
リ
力」

誌
上 

で
サ
ム
エ
ル
ソ
ン
が
展
開
し
た
ケ
イ
ン
ズ
模
趣
の
修

IE
が
行
わ
れ
る
。
第
八
章 

實
物
體
系
と
貨
幣
體
系
で
は
、
セ
イ
の
法
則
と
！

E

次
性
公
準
か
ら
出
發
し
フ
ィ 

ッ
シ
ャ
!
の
貨
幣
數
量
說
に
及
び
パ
テ
ィ
ン
キ
ン
論
爭
に
お
け
る
^
幣
ヴH

丨 

ル
觀
に
言
及
し
、
ク
ラ
イ
ン
が「

ケ
イ
ン
ズ
革
命」

で
展
開
し
た
ケ
イ
ン
ズ
體 

系
か
ら
貨
幣
量
を
可
變
的
と
し
た
場
合
の
模
型
導
出
の
可
能
性
が
説
か
れ
る
。

‘
第
九
章
動
學
分
析
の
基
礎
で
は
、r

景
氣
循
環
論」

に
お
い
て
ヒ
ッ
ク
ス
が
論 

じ
允
加
連
度
の
原
理
が
紹
介
さ
れ
誘
發
投
資
の
收
激
と
發
散
の
解
が
與
え
ら
れ 

る
。
そ
の
後
に
乘
數
と
加
速
度
の
相
互
關
係
が
興
え
ら
れ
非
線
型
動
學
體
系
や 

フ
リ
ッ
シ
ュ
、
カ
レ
ッ
キ

I

等
の
©

理̂
論
に
及
ぶ
。
最
後
の
第
十
韋
成
長
率 

と
景
氣
變
動
で
は
均
衡
成
長
率
の
概
念
を
與
え
乘
數
の
理
論
を
基
礎
と
す
る
均

衡
成
長
率
が
導
か
れ
る
が
、
デ
ュ

I
セ
ン
べ
リ
ー
に
よ
れ
ば
、
短
期
的
に
は
限 

界
1

胜
向
は
遞
減
す
る
が
、
長
期
的
に
は
生
活
水
準
の
向
上
と
共
に
消
費
性 

向
は
安
定
妒
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
た
め
.に
起
る
成
長
^
の
低
下
を
初 

う
の
が
人
口
の
增
加
と
發
明
で
あ
る
。
發
明
に
よ
つ
て
資
本
の
限
界
生
產
力
が 

高
ま
り
成
長
率
を
引
上
げ
る
。
不
完
全
雇
用
下
で
は
投
資
と
貯
蓄
性
向
と
が
所 

得
水
準
を
決
定
し
た
が
、
發
展
す
る
經
濟
で
は
資
本
の
限
界
生
產
力
と
貯
蓄
性 

向
が
成
長
率
を
決
定
す
る
。
更
に
こ
れ
を
資
本
の
構
造
に
結
び
つ
け
る
た
め
マ 

ル
ク
ス
の
再
生
產
表
式
が
援
用
さ
れ
る
。
最
後
に
ヒ
ッ
ク
ス
の
景
氣
11
_
と
成 

長
率
の
關
係
、
ハ

ロ

ッ

ド

の

と

f

の
關
係
が
論
ぜ
ら
れ
る
。

以
上
が
十
章一j

八
八
頁
に
及
ぶ
本
書
の
概
要
で
あ
る
。
本
書
は
特
に
新
理
論 

を
導
き
出
す
と
茇
う
よ
り
も
現
代
に
お
け
る
數
理
經
濟
學
の
各
種
の
§

を
網 

羅
的
に
說
明
し
た
點
.に
特
色
力
あ
り
、
そ
の
敍
5{
:
も
平
晶
で
あ
り
、
，敎
養
過
程
. 

を
終
え
て
專
r,
f1

過
程
に
移
ろ
う
と
す
る
學
生
諸
君
の
好

參
. #

_
で
あ
る
と

云
う 

こ
と
が
で
き
よ
う
。
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日
本
評
論
新
社
四
八
〇
圆

)
(

鈴

木

.
諒

1)

F
•
ベ
ー
レ
ン
ス
著

石津英雄譯『

近
代
經
濟
學Q

生
誕』

.

.
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ゴッセンへの批判

一

.

今
闾
、
耑
波
書
店
の「

時
代
の
.窓」

叢
書
創
刊
に
當
り
、
そ
の
一
册
と
し 

て
^
^
の
經
濟
學
溝
フ
リ
ッ
ッ•

ベー

レ
ン
ス
のH

e
r
m
a
i
m

ffieinrich

書

評

及

び

轺

介

.
：

'

Gossen oder Die G
e
b
u
r
t

 

derYvissenschaftliehen Apolo* 

g
e
t
i
k
<

皆
wwapitalismus, 1949.

が
譯
出
さ
れ
た
。
卷
末
に
附
さ」

れ
た

r

譯
者
あ
と
が
き」

に
よ
つ
■て
、
そ
の
内
容
は
よ
く
簡
潔
に
紹
介
さ
れ
て
い 

る
。

.

X 

X 

X 

X 

著
者
は
主
觀
價
値
經
濟
理
論
を
も
つ
て
、
帝
國
主
義
に
お
け
る
ブ
ル
ジ
ョ 

ァ
.
ィ
デ

オ
ロ
ギ

I

の
.I

部
分
で
あ
る
と

規
定
す
る
。
從
つ
て
マ
ル
ク
ス
主
義 

的
政
治
經
濟
學
に
よ
る
そ
の
批
判
は
、
'帝
國
主
義
そ
の
も
の
の
理
論
的
把
握
を 

擴
大
發
展
さ
せ
る

C
と
と
と
も
に
、

そ
の
鬪
爭
の
重
要
な
課
題
と
な
る
も
の
で 

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
從
つ
て
彼
の
ゴ
ッ
セ
ン
批
判
の
目
的
はr

む
し
ろ

限
界 

効
用
理
論
と
近
代
經
濟
學
的
機
能
.主
義
の
體
罙
立
つ
.た
敍
述
と
批
判
の
形
で
充 

分
に
發
展」

さ
せ
る

た
め
の
、

.,
一
 

つ
の
準
備
工
作
た
ら
し
め
る

と
こ
ろ
に

あ 

る
。彼

の
論
點
は
、
第
一
に
ゴ
ッ
セ
ン
の
.著
作
抓
發
表
さ
れ
て
一
一
十
年
後
に
再
發 

見
さ
れ
た
こ

.と

に
.数
す
る
社
鲁
的
背
景
を
明
か
に
.す
る
こ
と
、.第
二
に
そ
れ
が 

十
九
世
紀
.の
最
後
の
三
十
年
間
と
い
ぅ
時
期
に
一
つ
の
體
系
に
売
結
し
た
理 

由
、
殊
に
そ
の
必
要
條
件
と
し
て
の
物
的
諸
條
件
の
成
熟
の
み
な
ら
ず
、
そ
の 

充
分
條
件
と
し
て
の
思
想
史
的
背
景
あ
る
い
は「

ィ
デ
オ
ロ
ギ
I

の
傳
統」

を 

明
か
に
す
る
こ
と
、
そ
し
て
第
三
•に
ゴ
ッ
セ
ン
の
理
論
が
個
人
主
義
的
、
形
式 

主
義
的
體
系
の
典
型
で
あ
る
こ
と
を
明
か
に
す
る
こ
と
に
お
か
れ
る
。政
治
的
、
 

經
濟
的
自
由
を
主
張
す
る
ブ
ル
ジ
3
ア

.
デ
モ
ク

ラ
シ
1

の
，
、
エ

張

は

、

そ
の

背 

後
に
プ
ロ
レ
タ
リ
ァ
の
社
會
主
義
的
耍
求
--
0

'截
在
が
意
識
さ
れ
た
時
に
半
途
に 

放
棄
さ
れ
、
封
建
勢
力
と
の
i

が
成
立
す
る
と
と
も
に
社
會
主
義
に
對
す
る 

資
本
主
義
の
科
學
的
辯
護
論
の
必
要
が
意
識
さ
れ
た
。
マ
.ル
ク
ス
は
、
そ
れ
が

四
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